
廃 校 施 設 の 活 用 状 況 
 （平成１９年１０月１日）  

施設の名称 稲穂ふれあい研修センター  市町村名 奥尻町 
                                               
                                               
 
 ・用         途：展示室及び研修室 
 ・活用開始年月日 ：平成１５年４月 １日 

 ・廃 校 年 月 日：平成１５年３月３１日 
 ・旧  学  校  名：稲穂小学校 
 
 
 
 ・構   造：木造平屋建 
 ・建築面積：５８５㎡ 
 ・延床面積：５８５㎡ 
 
 
 
 ・名 称：奥尻町教育委員会              ・主な利用者：町民、町内小学生 
 ・形 態：地方公共団体               ・利 用 者 数：２００人／年 
 
 

   

１ 町内小学校の宿泊研修の場としてや夏休み期間中のクラスキャンプに利用されています。 

  

２ 町内の埋蔵文化財や民俗資料の展示会場として利用しています。 

  

３ 『ふるさと奥尻塾』の取り組み 

   島の自然・歴史・文化を知り、学びあうことでふるさとの良さを再認識しよう。こうした 

相互学習活動として、平成１７年度から『ふるさと奥尻塾』を開設しました。『塾』は特定 

の先生や生徒、そして組織というものはなく、町民全員が先生となり生徒となる『塾』で、 

その活動の中心となる施設が「稲穂ふれあい研修センター」です。 

   ここでは、町民から持ち寄った民具・生活用具や埋蔵文化財を中心に展示し『歴史探訪～ 

  先人の知恵に学ぶ』という展示会を開催しました。そして、展示会を見に来た年配の方から 

  民具にまつわる生活情報、様々な地域の昔の話、民俗伝承者の情報を得る事が出来ました。 

  さらには、こうした見学者の中から、「うちの倉庫に古い道具が眠っている」という情報を 

  得、道具の寄贈を受けるなど様々な「資料収集の場」としても機能します。得られた道具や 

情報は、直ちに新たな展示に役立て、新たな入館者の開拓につなげます。同時に、埋蔵文化 

財の展示では、学芸員が分かりやすく説明するので、この展示会を開きながら、島について 

  互いに学び合うということになるのです。この『塾』の活動の結果が、町民を巻き込んだ 

「手作り博物館の創設」につながりました。今後も、稲穂ふれあい研修センターを舞台にさ 

らなる『ふるさと奥尻塾』の活動を展開していきます。 

 

 

 
 
 
 
・住      所：奥尻郡奥尻町字奥尻３１４番地地先 
・ア ク セ ス：奥尻フェリーターミナルから徒歩５分 
・Ｔｅｌ／Ｆａｘ：０１３９７－２－３８９０／０１３９７－２－３８９１  
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